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　2009年４月から2015年３月までの６カ年計画
で、中野キャンパスに「メディア芸術」に関する
総合的、かつ高度な教育研究拠点を形成するた
め、キャンパス内を全面的にリニューアルし、
キャンパス整備後は、大学院芸術学研究科生を含
む、芸術学部の３年次以降全ての学生が中野キャ
ンパスに集結することになります。

　また、今まで以上に学生が在籍することになる
ため、現行の中野キャンパスを第１キャンパスと
し、徒歩で約3分ほど離れた場所にある宮園自動
車跡地を期間50年の事業用定期借地権契約をして
第２キャンパスとすることが決定しました。

　中野キャンパス
　　　全面リニューアルスタート

完成イメージ図(正面）

完成イメージ図（上から）
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　第１キャンパスのリニューアルは、在学生が居るため、３期に分けて整備が行われます。
　１期計画は本年４月から始まり、既存４号館および本館アネックスを解体して、2011年３月完成予定。
ここには写真学科、映像学科、講義室等が入ります。２期計画は2011年４月から始まり既存２号館、３号
館、５号館、６号館、部室、デザイン工房、倉庫を解体し、2013年３月に完成予定。ここにはゲーム学科
（2010年４月開設）、インタラクティブメディア学科（2010年４月開設）、PC教室、事務部門等が入り
ます。３期計画は、2013年４月から始まり、既存本館、１号館、学生会館を解体し、2015年３月に完成予
定。ここにはアニメーション学科、厚生部門等が入ります。

　第２キャンパスの建設は、早ければ2009年12月には始まり、2011年４月より開始予定とされています。
ここには、デザイン学科とマンガ学科等が入る予定です。

　なお、既存図書館はそのまま使用、芸術情報館は改装
して使用の予定です。

　これら中野キャンパスリニューアルに先駆け、１期計
画で最初に取り壊される４号館で、2009年3月26日に
「さよなら４号館」という行事が行われました。教育ス
ケジュール等の関係で日程の発表が急に決まったことな
どから、多くの同窓生へ呼びかけることが出来なかった
のは残念でした。そのため同窓生の参加者はわずかでし
たが、遠く大阪から駆けつけてくれた方もいて、入学試
験で使用したことなどの思い出を語られたりしました。

　４号館は、1957年３月、合同教室を含む校舎
として完成しました。（2009年３月までは四号
館と称し、1996年４月からは合同教室はサン
ワードホールと称していた。）
　合同教室は、講堂としても使われ、入学式、
卒業式、また1966年の工学部新設に伴う入学試
験もこの場所で行われ、現存していた校舎の中
では一番古い建物でした。

1970年頃の4号館の姿（1971年入学案内から）

さよなら4号館（記念集合写真）

1962年頃の東京写真短大時代の姿（1963年入学案内から）

1967年頃の東京写真大学短期大学部時代の姿
（1971年入学案内から）

中野キャンパスリニューアル
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整地（2009年6月18日、 写真学科教授 吉田  成 撮影）

既存４号館
2009年３月25日撮影

　以下には、4号館の最後の姿と、解体時の姿、また最新の建設状況をお見せします。

（特記無き写真全部と1963年入学案内、1971年入学案内所有）と記  福村　敏 （45期）

山留工事中（2009年6月30日撮影）

解体中（2009年5月15日、 上田耕一郎（74期）撮影）
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平成21年3月23日の芸術学部・大学院芸術学研究科学位授与式に続き、中野サンプラザの
13階にて東京工芸大学後援会と同窓会の共同開催による卒業祝賀会が盛大に挙行されまし
た。同窓会からは奥田副会長以下本部役員が、後援会からは会長以下役員の方々、学校法
人からは理事長、専務理事をはじめ事務方からも多くの参加を頂きました。新会員となっ
た卒業生も400名以上が参集し、華やかな会場は大いに盛り上り、時間一杯まで楽しい時
間を過ごしました。 

　記と写真：福村　敏（45期　広報委員）

平成21年度東京工芸大学同窓会長賞の授与式が6月25日の理事・評議員
会後の懇親会冒頭にて行われました。この賞は、芸術学部4年生に在籍
している学生で、従来の選考基準は入学年次から3年間に制作された顕
著な作品が対象でしたが、今年度からは各学科で選考し、現在制作過程
および研究過程で将来有望と推測される作品についても、選考基準を拡
大し選考して、学部長名にて同窓会会長宛に推薦書を提出してもらうと
いう形で決定しています。受賞者には表彰状の他に副賞として1人（1組）
100,000円の給付金が支払われます。
本年度の会長賞受賞者は以下の通り。

写真学科	 竹井美砂子　４年次生

映像学科　テレビ・ビデオ研究室テレビCM班９名

	 代表　小林　政隆　４年次生

デザイン学科　ヒューマンプロダクトコース

	 中林　大昂　４年次生

メディアアート表現学科	 倉岡　研一　４年次生

アニメーション学科	 渋谷　悦宏　４年次生

平成21年度同窓会会長賞を授賞

東京工芸大学後援会・
同窓会共催の卒業祝賀会開催

田沼会長から授賞者の一人一人に賞状と副賞が渡されました。
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アニメーション学科　渋谷悦宏

　「動く」という感触に私は、惹きつけられます。自らひいた線が「動く」
感動は、「animation」＝「生気を与える」という感動です。私が探求す
べく「アニメーション」は、いくつもの「生気を与える」行為だと考え
ます。アニメーション作品、一つとっても、線の太さが変わる瞬間。色
彩の変化。鉛筆や筆、ペ
ンといった素材の差異。
そんな些細な「動き」が
作品全体に「生気を与え」
ていくのだと思います。
そんな「動きの感触」を
大切に「アニメーション」
と向き合っていきます。

デザイン学科　ヒューマンプロダクトコース
　中林大昂

　今まで自分が無我夢中で取り組んできたことが、「同窓会長賞」
というすばらしい賞をいただき、大変嬉しく思っています。作品
の相談に乗って貰った友達や制作の知恵を貸し
て頂いた先生に感謝の気持ちでいっぱいです。今
後も大学に入学したばかりの好奇心と大学で学
んだデザインの基礎を忘れずに、多くのデザイン
活動を通して一人前のデザイナーになっていき
たいと思います。

映像学科　テレビ・ビデオ研究室

テレビCM班９名　代表　小林　政隆

写真1.2は『ToMy』で、3.4は『布切れと青銅』です。
僕は小手先自慢だけの作品は興味ないです。最終的には何が描きたいのか、そのテーマ性が大事だと思っています。
テーマ性のある作品なら何でも好きです。絵や本、漫画やインスタレーション等々。でも僕が他の作品を観てても
自分で作っていても、ピタッとくる表現は映像だと思いました。僕が様々な作家から受けたショックと感動を、い
ずれ本当に僕なりのカタチで皆様に伝えられるようになれたらと切に思います。頑張ります。

メディアアート表現学科　倉岡研一

写真学科　竹井美砂子

目の前で繰り広げられる様々なことを、ありのまま素直に受け
入れて写真を撮るよう心がけています。嬉しいことも悲しいこ
とも醜いことも、いつか全てを優しく受け入れられるようなでっ
かい人間になりたいと思い、まずは身近な草花やアリンコを愛
するところからはじめてみました。

会
長
賞
の
作
品
紹
介

1 2 3 4
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2008年（平成20年度）東京工芸大学同窓会　決算書１〈自：平成20年5月1日〜至：平成21年4月30日〉平成21年5月11日

（Ｂ）支出の部

項　目 予算額 決算額
１　事　　業　　費 21,400,000 19,459,889

事業委員会 1.卒業祝賀会 4,000,000 2,646,930
広報委員会 2-1.会報制作費 1,300,000 1,894,715

2-2.会報発送費 2,400,000 2,320,430
2-3.会報発送作業費 1,200,000 1,194,680
3.HP管理　発信費用 1,900,000 1,794,923

総務委員会 4.会合費 600,000 499,285
5.奨学金 1,000,000 1,000,000
6.同窓会長賞 500,000 500,000
7.学友会活動助成金 500,000 500,840
8.総務委員会積立金 2,000,000 2,000,000
9.支部活性化助成費 1,500,000 1,108,086
10.総務委員会予備費 500,000 0

名簿委員会 11.名簿作成準備積立金 4,000,000 4,000,000
２　会　　議　　費 210,000 135,321

1.会議費 200,000 133,371
2.交通費 10,000 1,950

３　管　　理　　費 802,938 327,778
1.通信費 50,000 40,050
2.交通費 10,000 1,080
3.事務費 50,000 10,166
4.印刷費 50,000 22,500
5.慶弔費 50,000 5,538
6.本部データ管理費 160,000 157,500
7.予備費･雑費 432,938 90,944

４　特　別　会　計 16,000,000 16,000,000
　　（　繰　出　し　） 1.基本財産・積立金 16,000,000 16,000,000

小　計 38,412,938 35,922,988
次年度　繰越金 4,324,366

合　計 38,412,938 40,247,354

（１）収支報告
（Ａ）収入の部

項　目 予算額 決算額
１　前 年 度 繰 越 金 13,397,938 13,397,938

1. 預　金 13,397,938 13,397,938
2. 現　金 0 0

２　会　　　　　費 25,000,000 26,530,000
1. H20年度本部会費 25,000,000 26,530,000

３　雑　　収　　入 15,000 319,416
1. 預金利息 15,000 23,169
2. 雑収入 0 30,000
3. 名簿通帳より繰入 266,247

合　計 38,412,938 40,247,354

（２）財産目録（一般会計･次年度繰越金の内訳）
預け入れ先 　　　　　　　　口座番号 金額

みずほ銀行中野坂上支店      普通口座1620××× 4,324,366

【一般会計】の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

平成20年度一般会計決算について、ご報告いたします。

　　　　　理　　事　　長　　　川　名　晴　美

　　　　　会　　　　　計　　　花　川　正　英

平成21年5月11日厳正に監査の結果、適切に運用・処理されていることが確認
できましたので、報告いたします。

　　　　　会　計　監　事　　　土　屋　哲　郎

　　　　　会　計　監　事　　　佐　藤　雅　英

（1）収入の部	
項　目 予算額 決算額

1.前年度繰越金（総務） 3,972,890 3,972,890
2.H20年度(一般会計より) 2,000,000 2,000,000
3.利息 1,200 9,612

合　計（A） 5,974,090 5,982,502

2008年（平成20年度）東京工芸大学同窓会　決算書３〈自：平成20年5月1日〜至：平成21年4月30日〉平成21年5月11日

（2）支出の部
項　目 予算額 決算額

1.支部長会（B） 0 0

項　目 予算額 決算額
差引残高（A）−（B） 5,974,090 5,982,502

（1）収入の部
項　目 予算額 決算額

1.前年度繰越金（名簿） 3,808,266 3,808,266
2.繰入（一般会計より) 4,000,000 4,000,000
3.預金利息 750 8,032

合　計（A） 7,809,016 7,816,298

（2）支出の部
項　目 予算額 決算額

1.一般会計に振り替え分
(住所不明者調査) 0 266,247

2.郵便後納料金 0 18,005
合計（B） 0 284,252

項　目 予算額 決算額
差引き残高（A）−（B） 7,809,016 7,532,046

（3）財産目録（次年度繰越金の内訳）
預け入れ先　　　　　　　　　口座番号 金額

1.みずほ銀行中野坂上支店　　　普通口座1890×××　 7,532,046

【別途積立･総務委員会活動準備金】の部【別途積立・名簿会計】の部
（単位：円） （単位：円）

（3）財産目録（次年度繰越金の内訳）
預け入れ先 口座番号 金額

1.みずほ銀行中野坂上支店 普通口座1871××× 5,982,502

【特別会計・基本財産】の部

2008年（平成20年度）東京工芸大学同窓会　決算書２〈自：平成20年5月1日〜至：平成21年4月30日〉平成21年5月11日

（1）収入の部
項　目 決算額

1.前年度繰越金 133,265,850
2.本年度積立金（一般会計より） 16,000,000
3.預金利息 194,045

合　計（A） 149,459,895
（2）支出の部

項　目 決算額
1.一般会計へ 0

合　計（B） 0

次年度繰越金（A）−（B） 149,459,895
（3）財産目録（次年度繰越金の内訳）

預け入れ先　 口座番号 金額
1.みずほ銀行中野坂上支店定期預金 6273×××　 65,621,398
2.三菱東京UFJ銀行中野支店定期預金 1020×××　 63,325,762
3.三井住友銀行中野坂上支店定期預金 000174×××　 20,512,735

合　計　　　　　 　 149,459,895

(＊1…	 30期渡部氏より10,000寄贈
	 32期…米在住荒川氏より20,000寄贈)
(＊2…	 住所不明者調査費)

平成20年度特別会計･基本財産決算について、ご報告いたします。

　　　　　　理　事　長　　　川　名　晴　美

　　　　　　会　　　計　　　花　川　正　英

平成21年5月11日厳正に監査の結果、適切に運用･処理が確認できましたので、
報告いたします。

　　　　　　会 計 監 事　　　土　屋　哲　郎

　　　　　　会 計 監 事　　　佐　藤　雅　英

平成21年5月11日厳正に監査の結果、適切に運用･処理されていることが
確認できましたので、報告いたします。

　　　　　　会計監事　　　土　屋　哲　郎

　　　　　　会計監事　　　佐　藤　雅　英　　

平成20年度　別途積立　名簿会計･総務委員会活動準備金決算について、
ご報告いたします。
　　　　　　　　理 事 長　　　川　名　晴　美
　　　　　　　　会　　計　　　花　川　正　英

＊1

＊2
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（Ａ）収入の部
項　目 予算額 備考

１　前 年 度 繰 越 金 4,324,366
1.　預　金 4,324,366
2.　現　金 0

２　会　　　　　費 26,500,000
1.　21年度本部会費 26,500,000

３　雑　　収　　入 18,000
1.　預金利息 18,000
2.　雑収入 0

合　計 30,842,366

2009年（平成21年度）東京工芸大学同窓会　予算（案）１〈自：平成21年5月1日〜至：平成22年4月30日〉平成21年5月13日

【一般会計】の部
（単位：円） （単位：円）（Ｂ）支出の部

項　目 予算額 備考
１　事　　業　　費 21,950,840

事業委員会 1.卒業祝賀会 3,500,000 平成22年3月23日サンプラザ
広報委員会 2-1会報制作費 2,000,000 113〜115号　発行

2-2会報発送費 2,500,000
2-3会報発送作業費 1,500,000
3.HP管理維持費 1,900,000

総務委員会 4.会合費 600,000 6月25日アルカディア理事評議員会
5.奨学金 750,000 大学院生3人分
6.同窓会長賞 500,000 各学科1名×5学科
7.学友会活動助成金 500,840
8.総務委員会積立金 2,000,000 全国支部長会開催積立
9.支部活性化助成費 1,500,000
10.総務委員会予備費 700,000

名簿委員会 11.名簿作成準備積立金 4,000,000 みずほ銀行中野坂上支店

２　会　　議　　費 210,000
1.会議費 200,000 各種委員会打ち合わせ
2.交通費 10,000

３　管　　理　　費 681,526
1.通信費 50,000 葉書･切手･宅配
2.交通費 10,000
3.事務費 50,000
4.印刷費 50,000 葉書表書き印刷・資料などCOPY
5.慶弔費 50,000
6.本部データ管理費 160,000 業務委託費
7.予備費・雑費 311,526 同窓会長賞額縁目録など

４　特　別　会　計 8,000,000
（  繰　出　し  ） 1.基本財産･積立金 8,000,000 三井住友銀行中野坂上支店

合　計 30,842,366

【特別会計・基本財産】の部

2009年（平成21年度）東京工芸大学同窓会　予算（案）２〈自：平成21年5月1日〜至：平成22年4月30日〉平成21年5月13日

（1）収入の部
項　目 予算額 備考

1.前年度繰越金 149,459,895
みずほ銀行大ロ定期 65,621,398
三菱東京UFJ銀行定期 63,325,762
三井住友銀行定期 20,512,735

2.一般会計より繰入 8,000,000 三井住友銀行入金
3.預金利息 45,000

合　計（A） 157,504,895

（2）支出の部
項　目 予算額 備考

1.一般会計へ（B） 0

（3）資産残高（次年度繰越金）
項　目 予算額 備考

差引残高（A）−（B） 157,504,895

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

21年度　特別会計･基本財産　予算書についてご審議願います。

　　　　　　　理事長　　　川　名　晴　美

　　　　　　　会　計　　　花　川　正　英

平成21年度　別途積立　名簿会計･総務委員会活動準備金予算書について、
ご審議願います。　　　　理 事 長　　　川　名　晴　美

　　　　　　　　　　　　会　　計　　　花　川　正　英

（1）収入の部
項　目 予算額 備考

1.前年度繰越金（総務） 5,982,502
2.H21年度（一般会計より） 	 2,000,000
3.利息 1,500

合　計（A） 7,984,002

2009年（平成21年度）東京工芸大学同窓会　予算（案）３〈自：平成21年5月1日〜至：平成22年4月30日〉平成21年5月13日

（2）支出の部
項　目 予算額 備考

1.支部長会（B） 3,500,000 9月5･6日関西にて行う

総務委員会活動準備金（次年度繰越金）
項　目 予算額 備考

差引残高（A）−（B） 4,484,002

預け入れ先 銀行ロ座番号
みずほ銀行中野坂上支店 普通ロ座 1871×××

（1）収入の部
項　目 予算額 備考

1.前年度繰越金（名簿） 7,532,046
2.繰入（一般会計より） 4,000,000 住所不明者データ蓄積
3.預金利息 2,000

合　計（A） 11,534,046

（2）支出の部
項　目 予算額 備考

1.一般会計に振り替え分
　　　　　　住所不明者調査 300,000
　　　　　　郵便後納料金 17,750 270通位を想定

合　計（B） 317,750

　名簿準備金（次年度繰越金）
項　目 予算額 備考

差引き残高（A）一（B） 11,216,296

預け入れ先 銀行ロ座番号
みずほ銀行中野坂上支店 普通ロ座 1890×××

【別途積立･総務委員会活動準備金】の部【別途積立・名簿会計】の部

平成21年5月13日

平成21年度　一般会計 予算書について、ご審議願います。

　　　理 事 長　　　川　名　晴　美

　　　会　　計　　　花　川　正　英
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　平成21年6月20日(土)、関西支部恒例の総会を大阪長堀
橋にあります「アークホテル」にて開催し近畿各地から同
窓生が参加しました。大学より写真学科畑 鐵彦教授のご
出席を頂き、また同窓会本部より立川専務理事、花川常務
理事の出席も頂く事ができました。
　43期香川氏の名司会のもと、今年お亡くなりになりま
した12期向井氏、40期太田氏に黙祷を捧げ、42期駕田支
部長の挨拶に始まり各役員、各地区の活動報告、会計報告、
予算案などが審議されました。

　来賓挨拶にて、立川専務理事より9月5日、大阪リーガ
ロイヤルにて行われます全国支部長会についてのお話があ
りました。
　講演会では、「知性と感性を学ぶ」と題し、畑 鐵彦教授
にお話を頂きました。
　記念撮影の後、懇親会に移り31期工藤氏の司会、工学
部4期黒野氏の乾杯に始まり、時間の経つのも忘れ現役に
戻ったように話も弾み大いに盛り上がり、40期の菱川氏
の中締めで来年の再会を約して散会となりました。

関西支部恒例の支部総会開催される

関西支部 総会
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　６月３日岩手県盛岡市にて大学入試相談会が開催され、大学側から写真学科の圓井講師と法
人本部の箱守理事・岩田監事（２人共工学部同窓会副会長）、同窓会本部より立川専務理事が参
加して岩手県支部総会が開催されました。
　総会の冒頭、村田支部長の挨拶があり総会開催の経緯が説明されました。当初予想していた
人数より多くの参加がありたいへん盛会でした。

事務局　記

　突然であったが写真技術科（旧営業写真研究室中心）の同期会が新宿にて6月30日に行われた。
卒業して以来20年振りに会う参加者は、驚いたり懐かしがったりしたが、すぐに昔話に華が咲
き楽しい時を過ごしました。
　予想した人数以上に集まり盛会でした。次回は事前に計画してもっと大規模な同期会にしま
すので今回参加ができなかった方々は、次回のご参加をお願いいたします。

東京工芸大学同窓会岩手県支部例会　平成21年６月３日　於：京極

写真技術科 同期会

岩手県支部 総会
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清宮由美子氏が撮影した写真と記事
「美智子妃誕生と昭和の記憶」が講談
社から出版されました。

プリンセスに密着した
女性カメラマンの1000日
2008年11月発行
A5判　144ページ
価格  1,500円（税別）

清宮由美子（30期）

中村太郎写真展（35期）
JCIIフォトサロン
「府中第四小学校1958〜59　浦沢先生と多磨の子供たち」
期間2009年3月31日〜4月26日

　中村太郎氏が東京写真短大1〜2年の間8か月間、小学校時代の恩
師浦沢先生を勤務先の府中第四小学校に訪ね写した写真たちです。
　4/7毎日新聞文化欄、サンデー毎日4/5号グラビア、4/15ニッポ
ン放送上柳昌彦の「8時のグッドストーリー」、4/17読売新聞東京版、
4/21朝日新聞東京版に大きく取り上げられ大きな反響を呼びました。

JCIIフォトサロン「浦沢先生と多磨の子供たち」会場　2009.3.31

JCIIフォトサロン　中村太郎
「東京都青ヶ島1959」（右）と「東京都府中第四小学校1958−59

浦沢先生と多磨の子供たち」の図録
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「昭和33年の東京」

斉藤　俊夫（34期）
学生時代に撮影した東京の風景です。

遠藤　拓人（80期）
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新会員名簿
写真学科

秋　山　真　也

阿　部　正　典

李　　　守　珍

池　田　暁　乃

石　井　洸　一

井　上　智　恵

今　村　　　文

岩　本　浩　典

大　熊　麻紀子

小笠原　壮　史

加　藤　大　地

加　藤　真　也

金　子　貴　人

金　田　いづみ

菊　池　信　彦

岸　川　裕　輔

木原山　絵里香

金　　　慶　眞

栗　田　貴　明

後　藤　悠　介

小長井　沙　織

小　浪　次　郎

小松崎　香　里

齋　藤　暁　経

齋　藤　　　悠

斎　藤　涼　子

坂　上　夏　美

笹　原　大　輔

佐　藤　　　厚

佐　藤　康　気

佐　藤　弘　季

重　田　　　晃

芝　塚　麻　実

柴　原　沙衣佳

嶋　田　健　一

菅　原　匡　矢

杉　原　加　恵

芹　田　有希子

武　井　美　奈

田　沼　絵美子

爲　永　直　樹

手　嶋　早　紀

豊　田　絵　里

直　井　紀　子

長　瀨　　　恵

永　野　奈津子

中　村　理　生

中　山　将　太

新　田　恭　平

萩　原　乙　彦

萩　原　雅　子

濱　口　由里絵

早　川　　　圭

林　　　紗恵子

林　　　瑶　子

姫　野　晃　匡

平　野　皓士朗

廣　田　雅　歩

福　田　俊　介

藤　井　くるみ

藤　田　直　紀

藤　原　　　宏

許　　　眞　瑛

細　田　明　子

堀　　　光　佑

堀　池　麻　美

前　島　聡　夫

前　田　美　春

前　柳　沙　織

町　田　尚　美

松　井　雄　希

松　本　真　奈

丸　山　麻　里

御手洗　　　幸

宮　代　幸　子

宮　野　宏　樹

八　木　英里奈

柳　沼　宏　樹

谷下田　　　望

矢　崎　嘉奈子

山　崎　玲　士

吉　田　佳　織

依　田　　　悠

猟　澤　杏　名

青　柳　　　克

ＫＩＭ　ＳＹＥＮＧ　ＷＡＮ

岩　田　　　弓

大　澤　暁　空

小　澤　信　太

結　束　達　朗

鈴　木　　　礼

田　中　佑未子

德　重　迪　子

馬　上　千　明

渡　部　美菜子

土　居　彩　子

映像学科

青　木　一　真

青　嶋　　　茜

赤　羽　省　吾

秋　野　翔　一

秋　元　惟　史

浅　倉　悠　生

阿　部　鉄　兵

新　井　　　杏

荒　井　裕　音

有　澤　　　翔

安　西　沙　織

飯　森　則　裕

池　田　　　雄

石　川　恵　理

石　田　光　雄

市　川　眞梨乃

伊　藤　俊　介

井　上　　　慧

元　　　禹　淵

梅　北　弘　樹

浦　崎　亜矢子

海　野　朋　代

大　塚　智　之

小笠原　伸　也

小　川　拓　也

奥　　　清　香

カ　ク　サンナ

勝　見　拓　也

勝　山　いづみ

佐　藤　宏　美

加　藤　和　恵

川　口　隼　人

川　人　志　保

河　村　康　平

カン　ミンヒェ

熊　谷　太　祐

倉　田　亮　真

栗　崎　健太朗

栗　田　梓　未

河　野　歩　美

後　藤　和　史

小　林　明日美

小　林　佳　都

小　林　光太郎

齊　藤　愛　子

佐久間　慶　子

佐々木　朝　香

佐　藤　太　一

佐　藤　　　敬

猿　田　かほり

篠　原　大　和

清　水　太　介

白　駒　美　紀

鈴　木　里　実

関　谷　和　樹

高　橋　秀　一

高　橋　尚　登

宝　　　隼　也

多　田　智　哉

田　中　雄　大

土　田　浩二朗

露　口　理　央

中　郷　真　一

中　島　理　恵

中　本　沙　希

西　　　佐　織

西　本　昌　弘

蜷　川　太　一

野　田　純　平

橋　本　智　大

春　山　奈津子

菱　田　　　悠

平　沢　正　史

藤　束　亮　太

藤　浪　靖　明

町　島　梨　紗

松　井　大　貴

三　木　玲　奈

村　瀬　貴　洋

望　月　　　謙

八　木　沙哉佳

八　子　順　平
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矢　内　佐知子

栁　瀨　早　希

山　地　史　彦

山　下　晴　来

　園　望　央

我　妻　由　識

和　田　匡　史

ＰＡＲＫ　ＤＯＮＧ　ＨＯ

橋　本　　　琢

鈴　木　秀　征

酒　井　　　赴

白　川　裕　喜

デザイン学科ＶＣコース

青　木　麻　美

安　達　亜　耶

伊　藤　　　創

稲　田　保乃香

上　野　裕　樹

内　野　成　美

梅　田　碧　衣

蛯　名　智　子

大　草　あ　き

大　竹　　　淳

大　吉　泰　斗

岡　田　啓　佑

岡　田　麻　菜

小　川　真梨惠

小　川　美　那

荻　原　拓　人

緒　環　絵里奈

勝　　　はるな

金　田　康　代

亀　井　克　樹

菅　家　悠　斗

金　　　潤　美

草　山　典　幸

粂　澤　紗　織

蔵　重　名実子

栗　田　舞　子

黒河内　志　保

小　高　阿羅漢

後　藤　美　咲

佐　伯　結　実

酒　井　梨　乃

佐　藤　ひろみ

佐　藤　雄　弥

佐　野　宏　典

澤　　　利　之

塩　野　大　地

塩　脇　生　成

實　光　政　直

柴　﨑　祐　希

柴　田　　　直

菅　原　良　太

鈴　木　絢　子

先　崎　秀　美

千　田　朋　香

髙　木　　　晃

髙　橋　由　貴

瀧　上　陽　一

橋　本　祥　恵

玉　城　あおい

寺　門　優　子

寅　野　　　就

中　村　千　鶴

中　山　恵美子

楢　原　聡　子

野　波　正太郎

野　原　祐　太

野　呂　俊　介

羽　賀　可南子

芳　賀　ひか莉

橋　本　実　佳

長谷川　　　弘

服　部　克　弘

濵　﨑　彩　子

濱　谷　美　咲

久　尾　貴　恵

平　田　めぐみ

福　島　悠　大

船　越　真　穂

古　屋　恵　子

甫　立　　　大

堀　内　栄梨子

町　田　綾　乃

松　崎　太　知

水　口　　　彩

三　塚　裕　子

三　橋　幼　葉

宮　城　良　枝

宮　下　竜　一

茂手木　真　穂

森　尾　朋　美

保　田　優　大

柳　川　洋　平

矢　野　たかね

八　幡　みゆき

山　内　祥　子

山　川　温　子

山　﨑　萌　子

山　中　遼　子

横　山　恵　美

吉　江　友　美

吉　岡　美　穂

𠮷　兼　啓　介

四　方　亮　輔

渡　辺　慶　子

渡　部　　　恵

菊　池　信　哉

喜　田　祐　樹

豊　田　真　実

青　木　俊　憲

榎　本　真　人

　刀　　　龍

平大路　拓　也

渡　辺　　　東

古　徳　純　一

佐　原　　　愛

デザイン学科ＨＰコース

秋　澤　一　貴

安　里　嗣　温

芦　澤　千　草

足　立　佳　子

荒　井　加　奈

伊　藤　慎　悟

稲　葉　香　織

岩　本　百　合

江利川　　　大

太　田　　　佑

大多和　潤　一

大　矢　一　人

小山田　啓　太

加　賀　寛　士

加　藤　智　光

亀　谷　実　栗

木　村　葉　子

九　鬼　秀　俊

久　原　一　星

小石川　敬　弘

小田部　　　俊

小　林　　　聖

坂　下　ま　ゆ

佐々木　真　理

菅　原　真　美

寶　　　直　人

中　村　正　幸

樋　川　草　一

百　武　政　人

藤　本　　　圭

藤　山　千　尋

増　田　由　佳

村　上　雅　章

森　内　成　美

森　下　望　美

森　田　達　也

八　子　真奈美

八　嶋　秀　幸

山　下　敦　史

山　本　恭　子

横　尾　拓　郎

𠮷　川　晋　平

吉　田　龍　生

渡　邊　左和子

鈴　木　康　史

前　田　樹　里

メディアアート表現学科

愛　甲　　　聡

青　木　寿々華

青　野　美紗子

秋　山　直　毅

有　田　悠　大

安　藤　智　恵

李　　　相　陳

飯　島　千　絵

伊久美　　　光

石　川　達　久

和　泉　早　咲

磯　久　尚　吾

伊　藤　可南子

伊　藤　俊　甫

井　下　聡一郎

内　田　　　葵

内　野　洋　子

雲類鷲　慶　太

遠　藤　貴　之

大　内　悠　輔

大久保　那　美

大久保　友香子

大　関　崇　之

大　塚　敦　美

小　野　夕　香

小　尾　　　悠

小　山　　　桂

笠　原　裕美子

悴　田　洋　平
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加　藤　泰　佑

河　野　友　香

神　﨑　　　徹

木　下　太　貴

木　安　由香里

キリーロフ　アレクサンドル

工　藤　貴　美

久保島　　　淳

栗　木　佑　輔

黒　岩　更　紗

小　柴　ナ　ナ

小長井　美　江

小　林　朋　弘

小宮山　雄　一

齋　藤　実　花

酒　井　大　輔

佐　藤　敦　史

佐　藤　真理子

塩　穴　　　亮

ジョン　ミンギョン

白　井　佑布子

白　鳥　有　葵

神　保　祐　貴

鈴　木　清　香

鈴　木　野莉子

須　藤　珠　希

外　堀　真希子

髙　橋　麻　利

竹　内　百　合

田　村　征　也

田　村　麻　里

辻　井　　　梢

中　澤　邦　夫

中　田　汐　香

中　谷　諭　美

中　村　真一郎

中　村　愼之介

中　村　南帆子

中　村　仁　文

成　田　かおり

根　本　寛　大

野　本　夏　美

濱　島　　　健

濵　田　　　愛

比　嘉　習　子

廣　木　光　隆

福　島　　　直

福　嶋　愛　美

福　田　麻衣子

喰　代　慶　多

星　野　ま　み

松　本　京　子

間　宮　麻　未

三　笠　秀　行

水　野　佳　代

水　本　賢　興

道　中　　　歩

峯　　　聡　明

宮　島　隆　行

宮　本　　　慶

武　藤　有　記

村　上　今日子

森　　　エリカ

八倉巻　千　尋

安河内　あずさ

柳　井　翔太郎

山　崎　真　愛

山　本　哲　也

湯　本　真　実

若　旅　一　隼

脇　　　佳　史

渡　辺　修　平

渡　邉　天　彰

菊　谷　善　史

小　川　圭　祐

平　田　和　久

金　　　聖　佑

佐々木　智人彦

藤　本　千　尋

アニメーション学科

青　木　みなみ

赤　坂　潤　平

明　石　奈　央

秋　山　泰　彦

浅　井　　　宏

浅　田　紘一郎

阿　部　さゆり

イ　　ユギョン

飯　田　南　菜

井　川　翔　太

伊　澤　陽　湖

石　井　佳那子

石　丸　　　諒

稲　満　麻里子

井　上　なつみ

植　草　　　航

梅　脇　かおり

江波戸　聡　志

遠　藤　友里華

大久保　義　之

大　月　　　大

大　部　佳　祐

小　川　嘉　美

小　野　千恵美

小野尾　育　実

面　田　江里奈

数　田　佑　介

勝　山　妙　子

勝　山　由　貴

神　田　菜津美

北　原　正　教

北　原　梨　菜

木　村　康　子

金　原　里　紗

草　野　結　実

國　政　武　志

熊　田　大　祐

倉　本　和　希

栗　栖　千　佳

小　嶋　理江子

坂　本　哲　也

佐　藤　　　梢

佐　藤　　　遼

篠　原　麻　実

柴　田　千　晶

杉　浦　実　季

鈴　木　敬　典

鈴　木　麻　純

瀬　川　亜　希

十　河　　　翠

平　　　皓　瑛

高　橋　恵利華

竹　内　彬　子

田　中　純　輝

田　中　誠　二

田　中　洋　平

段　木　英　里

塚　本　浩　祐

寺　本　しおり

永　井　　　麗

永　澤　愛　生

中　嶋　涼　子

長　畑　由　佳

新　田　定　士

野　中　聡　紀

福　士　賢　一

藤　井　隆　史

藤　澤　真　規

古　屋　智　穂

穂　坂　史　織

堀　木　　　誠

升　井　秀　光

増　子　浩　代

町　田　啓　太

松之木　大　将

松　本　早　織

三　上　由　真

峰　村　　　綾

美濃部　菜　摘

宮　腰　　　徹

宮　下　幸　恵

宮　本　雄　岐

村　松　香　奈

山　﨑　江利夏

山　田　愛　里

山　本　　　純

山　本　寛　之

山　本　深　幸

横　田　卓　馬

廉　　　恩　京

若　尾　　　萌

和　田　　　大

渡　貫　百　合

渡　部　直　絵

河　田　裕　介

豊　田　沙　英

浅　井　智　子

田　頭　悠　郎

大学院

鄭　　　賢　淑

荊　木　陽　子

鎌　田　佳　恵

佐　藤　桂　子

山　崎　宏　之

山　下　晃　伸

斉　藤　真　澄

藤　井　覚　歩

馬　込　博　明

内　山　虹　城

一　瀬　皓　子

上　甲　智　義
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　東京工芸大学では、本学の歴史・活動・教育方針・研究内容などを、もっともご理解いただいてい

る同窓生の皆様のご子女をご紹介いただくための「同窓生子女特別推薦入学」「同窓生子女等入学優遇

制度」を実施しています。

■平成22年度同窓生子女特別推薦入学について

(1)	 出願資格

	 次の①～④をすべて満たすこと。

　　①	 本学同窓生の子女であること。

　　②	 本学への入学に特に適性があると同窓生本人が推薦する人。

　　③	 本学を第一希望とし、合格の際は必ず入学する人。

　　④	 各学部、下記入試の出願資格を満たす人。

　	【工学部】AO入試Ⅰ期（B日程・C日程）・AO入試Ⅱ期／公募制推薦入学に準ずる。

 	 【芸術学部】コミュニケーション入学／自己推薦入試に準ずる。

(2)	 日程および選考方法

　　【工学部】AO入試Ⅰ期（B日程・C日程）・AO入試Ⅱ期／公募制推薦入学に準ずる。

　　【芸術学部】コミュニケーション入学／自己推薦入学に準ずる。

　　※試験日程については各学部学生募集要項をご覧ください。

(3)	 募集学部・学科・人数

　　【工学部】各学科　若干名

　　【芸術学部】各学科･コース　若干名

(4)	 出願時提出書類

　　各学部各入試区分の所定の提出書類の他に、同窓生本人による推薦書（本学所定の用紙による）

　　が必要です。

■同窓生子女等入学優遇制度

東京工芸大学では、同窓生の関係者を対象に、入学金相当額を免除しています。

(1)	 入学対象学部等

	 工学部・芸術学部・工学研究科・芸術学研究科

(2)	 対象範囲

	 同窓生の ①子供 ②孫 ③兄弟姉妹 ④兄弟姉妹の子供 ⑤父母 ⑥父母の兄弟姉妹 ⑦父母の兄弟姉妹	

	 の子供 ⑧配偶者 ⑨配偶者の兄弟姉妹 ⑩配偶者の兄弟姉妹の子供 ⑪配偶者の父母 ⑫配偶者の父母

	 の兄弟姉妹 ⑬配偶者の父母の兄弟姉妹の子供

■問い合わせ先

	 [入試センター入試広報課]　フリーダイヤル 0120−12−5246

「同窓生子女特別推薦入学募集」「同窓生子女等入学優遇制度」
のお知らせ
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　今年9月には3年ぶりに全国支部長会が大阪で開催されます。各支部の活性化は同窓生と大学との相互関係をより強く持
てるキッカケともなります。皆様で支部を多いに盛り上げましょう。
　「ひろば」編集は前任の阪川氏から、引継いだのが106号でしたので、今回の113号で8回目の発行と成りました。この
間に皆様からの色々な意見を元に、サイズをB５判からA４判へ、また縦書きから横書きに変更し、文字を大きくする、写
真の数を増やすなどの改良を進め、より見やすい紙面作りを目指してきました。さらに充実した会報とするため努力をして
行きますので、より多くの皆様からの投稿もお待ちしています。
　個人的には、実質、原稿を印刷会社に渡す段階では、細かい調整等は一人で行なわなければ成らず、毎号孤軍奮闘して編
集作業を行っていますが、ストレスも多く、身体の老化も目立ってきましたので、若く元気な知性の高いどなたかに早く引
き継いで頂きたいとひたすら願っている毎日です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記：福村 敏（45期）

編 集 後 記

訃　報（敬称略）

向　井　博　義	（第12期・写真理学科卒）
浅　沼　英　夫	（第16期・写真理学科卒）
石　原　　　孝	（第16期・写真理学科卒）
富　平　茂治郎	（第17期・写真理学科卒）
川　村　保　夫	（第18期・写真理学科卒）
水　野　イサオ	（第21期・写真化学工業科卒）
波多野　精　三	（第23期・写真工業科卒）
栗　原　武　宣	（第26期・写真技術科卒）

袖　岡　義　郎	（第29期・写真技術科卒）
渡　部　敏　夫	（第30期・写真工業科卒）
一　色　一　成	（第34期・写真工業科卒）
桜　井　　　稔	（第34期・写真工業科卒）
吉　見　文　雄	（第37期・写真技術科卒）
天　堤　和　郎	（第46期・写真技術科卒）
勝　山　京　子	（第56期・写真応用科卒）

事業委員会　委員長	 田村　　寛	（42期）	
	 立川　宏司	（42期）
	 花川　正英	（44期）
	 吉野　弘章	（60期）
	 工藤　洋司	（72期）
	 上田耕一郎	（74期）
広報委員会　委員長	 中村　正弥	（34期）
	 福村　　敏	（45期）
	 板垣　雅春	（49期）
	 池谷　彩子	（73期）
	 （HP兼）木村　政夫	（38期）
	 （HP兼）糸賀　成永	（56期）
総務委員会　委員長	 川名　晴美	（34期）
	 佐土原一浩	（36期）
	 立川　宏司	（42期）
	 花川　正英	（44期）
	 上田耕一郎	（74期）
	名簿作成準備委員会（事務局預かり）
	 花川　正英	（44期）

平成21年７月現在

平成21年度  東京工芸大学同窓会
各種委員会構成員

　広報委員会では、各支部長殿に年３回発行予定の同

窓会報「ひろば」の紙面に、各支部の様子や企画、計

画案、それに限らず他の件（ご当地や観光地の案内、

祭り、知り合いの同窓生が受賞されたとか、ご当地で

作品展をされたとか、支部のPRの記事等）を「支部だ

より」の紙面に掲載し、新会員方々に紹介や支部の所

在と意識を持っていただくために、支部の方々に広報

委員から原稿依頼をさせていただきます。ご多忙のと

ころ誠に申し訳ございませんが、原稿依頼を受けた支

部長殿には期限内に担当者宛に郵送（またはメール添

付にて）して戴けるようお願いいたします。

　なお編集会議では予定のスペースを空けて待機し、

発行予定月度内に全国約17,000名の同窓生のお手元に

届くよう努めております。是非ともご理解ご協力戴け

るようお願い申し上げます。

広報委員長　中村正彌（34期）

原稿送付先：〒164-8678　東京都中野区本町2-9-5

東京工芸大学同窓会　福村　敏（45期）　

email： binfuku@dsn.t-kougei.ac.jp

広報委員会から
各支部長殿へのお願い


